
  

 

 

 

 

 

 

               

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

5月 6日（木）昼休みに、「巡回図書」が

あり、子どもたちにも読みたい本を選んでも

らしました。今年度の学校経営の柱に、「図

書館指導の充実」を掲げています。以前、秋

田県のある小学校を視察する機会がありま

した。その学校は、読書量（図書室の貸し出

し数）が増えることに伴い、学力の向上にも

繋がったと研究報告がありました。そして、

国立青少年教育機構が行った調査では、子ど

もの頃の読書活動が多い大人ほど、未来志向

や社会性などの「意識・能力」が高いことや

ボランティア活動に参加している人が多い

傾向があることが分かりました。また、子ど 

もの頃（就学前から中学時代）に読書活動が 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

多い中学生や高校生ほど、現在も人を思いや

る気持ちや社会のルールを守る意識などの

社会性が高い傾向があることも報告されて

います。加えて、読書活動が多い子どもほど、

コミュニケーションスキルや礼儀・マナース

キルが高い傾向も認められました。 

この調査から子どもの頃の読書は、豊かな

人生への第一歩と言えるのではないでしょ

うか。併せて、絵本等の読み聞かせを親子で

行うことで、自己肯定感や意欲・関心を育む

だけでなく、親から子どもへ、子どもから大

人へ読書体験の連鎖が起こることも考えら

れます。さあ、図書室でたくさん本を借りて、

読書に親しみましょう！ 

上越市立牧小学校     第２号 

      学校だより 令和３年６月１日 

子どもの頃の読書は、人生を豊かにします。 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

私たち４年生は、自然の中での活動が大好きです。緑の少年団に入り、活動を広げら 

れることがうれしいです。活動をするために、次の３つのことを守ります。 

◎一つ 緑を愛します。 

森林に親しみ、森林を知ることによって、森林に感謝し森林を愛します。 

◎一つ 緑と遊びます。 

花をさがし、昆虫をおい、木の茂みを探検します。 

◎一つ 緑を守り、育てます。 

日本の文化は木でささえられています。緑を愛する仲間と手をつないで森林を守り育 

てていきます。 

 5月 7日（金）に、緑の少年団の入団式が

あり、4 年生 9 名が正式に入団しました。

その時の「誓いの言葉」です。一人一人堂々

と大きな声で誓うことができました。 

新団員の証として、緑の少年団育成会長様

から緑の少年団手帳をいただきました。先輩

の 6 年生からは帽子をかぶせていただきま

した。綠の少年団として自然豊かな牧の緑を

守って欲しいと願っています。 

合い言葉は、「牧っていいね！」ですね。 

 

 

 

 

 5月 10日（月）に、1年生から 4年生を

対象とした「交通安全教室」を行いました。 

牧の2名の駐在さんと上越市役所の担当者、

交通安全指導員さんからご指導をいただき

ました。１・２年生は「安全な道路の歩行と 

 

 

 

 

 

 

 

道路横断の仕方」、３・４年生は「安全な自

転車の乗り方」を学ぶことができました。 

今回、教えていただいたことを守り、道路

を歩いたり、自転車に乗ったりして、自分で

自分の命を守りましょう。 

 

 

 

 

 

 

牧緑の少年団 ～誓いのことば～ 

交通安全教室 ～自分の命は自分で守る～ 



 

 

 

 今年度の各学年の「生活科」「総合的な学習の時間」のテーマは、次のとおりです。 

  

         1年生：みんな仲良く 学校大好き 

      2年生：牧の自然を体で感じて、成長を実感しよう。 

３・4年生：牧 すてきな場所 すてきな人 すてきな自分 

５・６年生：本物体験 

 

「聞いたことは忘れる。見たことは覚える。

体験したことは理解する」とは、先達の教え

です。私たちは、体験を通して学びます。そ

して、子どもの頃の体験は、コミュニケーシ

ョン力、自己肯定感、意欲、レジリエンス（へ

こたれない力）を育むことが知られています。

多様で変化の激しい現代社会に求められて

いる「社会を生き抜く力」は、子どもの頃の

体験から育まれます。 

 生活科・総合的な学習の時間では、体験を

重視していきます。2年生は、野菜栽培や町

探検。３・４年生は、地域探検。５・６年生

は、味噌つくりやえんぴつなすの栽培など学

校を飛び出し活動します。子どもたちの充実

した体験活動になるよう保護者や地域の

方々からもご協力・ご支援をいただきたいと

思いますので、よろしくお願いいたします。 

 

 

 

 

 5月 14日（金）に、今年度 1回目の学校

運営協議会を開催しました。併せて、上越教

育事務所社会教育課長様を講師に迎え、学校

運営協議会の役割等の研修も行いました。研

修では、「社会に開かれた教育課程の実現に

向け、熟議を生かした地域との連携・協働の

一層の推進や学校運営協議会と地域学校協

働本部（牧っこを育てる会）の一体的な推進 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

等、学校づくりと地域づくりを進め、子ども

たちの学びや成長を支えていくことが重要

とご指導いただきました。その後、「10年後

のまちづくりとそれに向けた学校でのひと

づくり」について、グループワークを行いま

した。委員の皆様のご意見をもとに今年度の

学校運営を進めて参ります。今後もＣＳ活動

にご協力をお願いいたします。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

小・中合同学校運営協議会と研修会を開催しました。 

体験は、「社会を生き抜く力」を育てます。 
 



 標準学力検査ＮＲＴの結果から見える本校の学力実態は …                    

 「学校全体の国・算総合の正答率は、全国

の正答率をやや下回る」という結果でした。 

学校では、この結果の分析を進め、学ぶ楽

しさ、分かる喜びが実感できる授業づくり等、

実践的な授業改善につなげるとともに、一人

一台の iPadの有効活用等、全校体制で学力

向上に向け、取り組んでまいります。小規模

校少人数ですので、全体の値よりも個の伸び

率に注視していきたいと考えています。 

ＰＴＡ総会でも、お伝えしましたが、学校

の最重要課題は「学力の向上」です。学力向

上のためには、それを支える信頼ベースの学

級づくり（学習集団）が重要と考えています。 

 

テストでの点数で表される「見える学力」と

社会性や関心・意欲等の「見えない学力」双

方の育成を「学級づくり」と「授業づくり」

の両面からアプローチしていきます。加えて、

複式学級の授業づくりを上越教育事務所の

要請訪問を活用し、担当指導主事から算数の

授業づくりについて職員研修を行い、教員の

授業力の向上を図ります。 

 ご家庭では、家庭学習の習慣化のために、 

・「学年×10分」の継続を 

・決まった時間と場所での家庭学習を 

・ご家族協力してよりよい学習環境作りを 

引き続き、お願いいたします。 

 今年度の「牧っこ探検隊」は …                    

 コロナ禍であることにより、今年度の「牧

っこ探検隊」は、例年と異なる内容となりま

す。午前の活動は、従来どおり各地区で地域

の方々と散策したり、交流したりします。午

後は、学校に戻り、お弁当を食べます。お忙

しいこととは存じますが、お弁当の用意をお 

 

願いいたします。その後、中学生との交流活 

動を小学校で行います。小中交流の中では、

班ごとの振り返り活動、地域の方へのお礼や

感想をコラージュ的なものにまとめる予定

です。その他の内容等は、生徒会や児童会、

担当教員等で検討しているところです。 

 ６ 月の予定   今後変更される場合があります                

1日（火）5･6年生虫歯予防教室 

     1年生知能検査 

   2日（水）1･3･5年生知能検査 

3日（木）全校朝会 

委員会 

4日（金）オリンピック聖火ﾗｲﾌﾞｽﾄﾘｰﾐﾝｸﾞ 

5日（土）牧っこ探検隊 

7日（月）5日の振替休業日 

10日（木）クラブ活動 

24日（木）5･6年生修学旅行 ～25日（金） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

〔保育園の鯉のぼり〕

 

 今月のことば：7 歳の児童たちの読書量が将来の世界における英国の位置、そのものである。 

イギリス ブレア元首相 


